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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ヘ
タ
歴
史
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
３
７
７
Ｊ

【
作
者
名
】

　
冬
空
　
奏

【
あ
ら
す
じ
】

　
勝
手
に
、
歴
史
を
改
造
し
て
い
く
小
説
で
あ
る
・
・
・
。

ぐ
だ
ぐ
だ
な
の
は
仕
様
で
あ
る
。
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第
１
代
目
：
「
不
老
不
死
の
薬
を
訪
ね
て
、
三
千
里
。
」
（
前
書
き
）

は
い
ぃ
・
・
・
小
説
と
か
更
新
し
な
い
人
で
ご
め
ん
な
さ
い
（
汗
）

始
皇
帝
「
次
か
ら
は
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
、
万
里
の
長
城
の
労
働
に
つ
か
せ
る

ぞ
。
」

う
ぐ
・
・
・
そ
れ
は
や
だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
・
・
・
。

え
ー
と
、
歴
史
を
そ
の
ま
ま
で
維
持
し
た
り
し
た
い
方
に
は
あ
ん
ま
り
オ
ス
ス

メ
で
き
ま
せ
ん
（
汗
）

ダ
メ
な
方
は
退
場
を
・
・
・
。
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第
１
代
目
：
「
不
老
不
死
の
薬
を
訪
ね
て
、
三
千
里
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
わ
か
ん
な
い
と
思
う
の
で
説
明
を
少
々
。

こ
の
小
説
は
、
日
本
史
と
世
界
史
を
ぐ
だ
ぐ
だ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
！

こ
の
時
点
で
、
ム
リ
と
い
う
方
は
・
・
・
早
め
に
ご
退
場
を
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
も
う
や
だ
・
・
・
。
不
老
不
死
の
薬
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
な
い
の
か
？
」

「
残
念
な
が
ら
、
見
つ
か
っ
た
と
い
う
報
告
は
・
・
・
。
」

今
回
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
お
話
で
あ
る
。

え
ー
と
、
始
皇
帝
が
変
な
事
に
走
ら
な
い
様
に
召
使
的
な
あ
れ
も
登
場
。

「
不
老
不
死
な
ん
て
・
・
・
夢
の
ま
た
夢
だ
っ
た
よ
・
・
・
。
」

目
を
下
に
向
け
て
、
始
皇
帝
が
言
う
。

今
に
も
引
き
こ
も
り
そ
う
な
感
じ
だ
。

「
だ
、
大
丈
夫
で
す
よ
！
き
っ
と
、
見
つ
か
り
ま
す
か
ら
！
」

必
死
に
励
ま
そ
う
と
す
る
召
使
。

・
・
・
召
使
っ
て
一
々
面
倒
だ
し
・
・
・
田
中
に
し
よ
う
。

「
ち
ょ
っ
と
待
て
！
！
田
中
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
！
」



4

無
視
し
て
、
田
中
に
任
命
。

ど
う
や
ら
、
状
況
を
言
う
と
・
・
・
始
皇
帝
が
僕
達
に
不
老
不
死
の
薬
を
探
さ

し
も
べ

せ
て
る
そ
う
だ
。

田
中
は
万
が
一
の
た
め
に
、
始
皇
帝
の
側
に
置
か
れ
て
る
そ
う
な
。

「
も
う
い
い
や
・
・
・
。
不
老
不
死
と
か
諦
め
る
！
」

「
い
や
、
諦
め
な
い
で
下
さ
い
！
Ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ｕ
ｐ
で
す
！
」

田
中
、
英
語
を
乱
用
。

読
者
の
皆
様
は
、
何
故
始
皇
帝
の
側
に
田
中
が
置
か
れ
た
か
が
分
か
っ
た
と
思

う
。

と
り
あ
え
ず
、
超
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
の
始
皇
帝
だ
っ
た
・
・
・
。

「
・
・
・
早
く
薬
位
と
っ
て
こ
よ
う
よ
・
・
・
。
」

「
い
や
・
・
・
、
ま
だ
派
遣
し
て
２
日
し
か
た
っ
て
ま
せ
ん
か
ら
・
・
・
１
０

分
置
き
に
、
ど
う
な
っ
た
か
聞
か
な
い
で
下
さ
い
・
・
・
。
」

も
う
、
目
が
死
ん
で
る
始
皇
帝
。

流
石
に
、
田
中
も
呆
れ
て
き
た
様
子
・
・
・
。

「
も
う
い
い
や
・
・
・
。
そ
の
辺
の
コ
ケ
と
か
食
べ
と
く
よ
・
・
・
。
」

「
い
や
、
そ
ん
な
の
食
べ
な
い
で
下
さ
い
！
！
」

本
当
に
諦
め
ム
ー
ド
の
始
皇
帝
。

田
中
は
、
始
皇
帝
の
危
な
い
言
動
な
ど
に
は
常
に
突
っ
込
み
を
入
れ
る
。

「
水
素
、
ヘ
リ
ウ
ム
、
リ
チ
ウ
ム
、
ベ
リ
リ
ウ
ム
・
・
・
何
だ
っ
け
？
」

「
・
・
・
今
更
元
素
の
暗
記
な
ん
て
し
な
い
で
下
さ
い
・
・
・
。
気
が
遠
く
な

っ
て
き
ま
す
・
・
・
。
」
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実
は
、
元
素
を
Ｙ
と
水
銀
し
か
覚
え
て
な
い
始
皇
帝
で
あ
っ
た
。

イ
ッ
ト
リ
ウ
ム

本
当
に
呆
れ
て
い
る
田
中
で
あ
っ
た
・
・
・
。

「
こ
の
人
の
世
話
し
て
る
な
ら
・
・
・
家
で
寝
て
る
方
が
マ
シ
だ
・
・
・
。
」

「
何
か
言
っ
た
か
？
」

「
別
に
・
・
・
。
」

も
う
、
何
も
か
も
に
絶
望
し
て
い
た
田
中
だ
っ
た
・
・
・
。

す
る
と
・
・
・
そ
の
時
だ
っ
た
。

「
始
皇
帝
様
ー
・
・
・
こ
れ
が
、
例
の
ク
ス
リ
だ
そ
う
で
す
よ
・
・
・
。
」

「
な
ん
だ
・
・
・
こ
の
色
は
・
・
・
Ｃ
ｏ
か
？
」

コ
バ
ル
ト

「
絶
対
ち
げ
ー
よ
！
！
」

し
っ
か
り
と
、
突
っ
込
み
を
入
れ
る
田
中
だ
っ
た
。

実
際
の
話
を
知
っ
て
る
方
は
も
う
オ
チ
に
お
気
づ
き
だ
ろ
う
・
・
・
。

「
ま
ぁ
、
い
い
や
・
・
・
。
い
た
だ
き
ま
・
・
・
臭
っ
！
」

「
・
・
・
え
？
・
・
・
う
ぇ
ぇ
ぇ
・
・
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
匂
い
が
す
る
・
・
・
。

」つ
い
で
に
、
こ
の
時
代
に
元
素
が
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
で
あ
ろ
う
・
・
・
た
ぶ

ん
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
多
少
？
捏
造
で
あ
る
。

「
う
ぐ
ぐ
ぐ
・
・
・
ア
ン
モ
ニ
ア
は
流
石
に
ム
リ
だ
・
・
・
。
」

「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
。
」

つ
い
で
だ
が
、
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
に
塩
酸
？
を
加
え
る
と
ア
ン
モ
ニ
ア
が
発
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生
す
る
ら
し
い
。

硫
酸
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
・
・
・
。

「
も
う
い
い
や
・
・
・
。
色
的
に
、
Ｃ
ｏ
だ
し
・
・
・
。
」

「
い
や
、
違
う
か
ら
・
・
・
。
」

田
中
は
も
う
死
に
そ
う
な
位
突
っ
込
み
を
入
れ
た
よ
う
だ
。

全
体
的
に
死
ん
で
い
る
・
・
・
。

「
い
た
だ
き
ま
す
・
・
・
。
む
ぐ
っ
！
」

こ
う
し
て
、
飲
ん
だ
瞬
間
始
皇
帝
は
息
を
引
き
取
る
の
で
あ
っ
た
・
・
・
。

※
実
際
に
ア
ン
モ
ニ
ア
と
か
は
こ
ん
な
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
悪
魔
で
そ
こ
ら

も
、
捏
造
で
す
。

※
こ
う
し
て
、
始
皇
帝
が
飲
ん
だ
の
は
水
銀
で
し
た
。

「
・
・
・
計
画
通
り
。
」

ラ
●
ト
か
お
前
は
。
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第
１
代
目
：
「
不
老
不
死
の
薬
を
訪
ね
て
、
三
千
里
。
」
（
後
書
き
）

な
ん
で
、
理
科
混
ぜ
た
の
か
な
・
・
・
（
汗
）

始
皇
帝
「
Ｃ
ｏ
と
Ｈ
ｅ
と
Ｙ
で
こ
の
世
は
上
手
く
・
・
・
」

田
中
「
い
か
ね
ー
か
ら
！
！
！
」

そ
れ
で
は
、
次
回
へ
ー
・
・
・
。

さ
よ
な
ら
！
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第
２
代
目
：
「
銃
は
、
種
子
島
産
！
」
（
前
書
き
）

い
や
ー
、
今
回
も
な
か
な
か
疲
れ
た
・
・
・
。

始
皇
帝
「
も
っ
と
、
更
新
し
ろ
よ
。
」

す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。
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第
２
代
目
：
「
銃
は
、
種
子
島
産
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
は
戦
国
時
代
・
・
・
。

か
の
有
名
な
３
人
が
活
躍
す
る
時
代
で
あ
る
。

今
回
は
、
そ
ん
な
戦
国
時
代
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
・
・
・
。

「
ふ
ぁ
ぁ
ぁ
・
・
・
暇
だ
な
。
」

い
き
な
り
大
あ
く
び
で
登
場
し
た
の
は
、
有
名
な
織
田
信
長
で
あ
る
。

や
っ
ぱ
り
、
武
将
と
く
る
と
登
場
も
余
裕
で
あ
る
。

「
な
ん
か
面
白
い
事
な
い
の
か
・
・
・
？
」

「
信
長
様
ー
！
」

退
屈
を
し
て
る
信
長
の
所
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
足
軽
で
あ
る
。

名
前
が
特
に
な
い
の
で
、
佐
藤
に
し
て
お
こ
う
か
。

「
ど
う
し
た
、
佐
藤
・
・
・
何
か
面
白
い
事
で
も
あ
っ
た
か
？
」

「
え
ー
と
で
す
ね
、
新
し
い
武
器
が
手
に
入
り
ま
し
た
！
」

声
の
ト
ー
ン
を
高
く
し
て
佐
藤
が
言
う
。

信
長
は
、
そ
の
言
葉
に
一
瞬
で
反
応
す
る
。

「
お
！
？
ど
、
ど
ん
な
武
器
っ
！
？
」

「
え
ー
と
、
鉄
砲
っ
て
武
器
ら
し
い
で
す
よ
。
」
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そ
う
い
っ
て
、
佐
藤
は
鉄
砲
を
差
し
出
す
。

一
応
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
そ
の
一
部
で
あ
る
。

「
ほ
ぅ
・
・
・
ど
う
や
っ
て
、
使
う
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
」

「
え
ー
と
、
あ
の
人
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
」

佐
藤
が
指
差
し
た
所
に
居
た
の
は
、
明
ら
か
ど
っ
か
の
外
国
人
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
信
長
は
外
国
人
に
聞
き
に
行
く
。

「
こ
れ
は
、
ど
う
や
っ
て
使
う
ん
だ
？
」

「
コ
レ
ハ
デ
ス
ネ
、
コ
ウ
ヤ
ッ
テ
ツ
カ
イ
マ
ー
ス
。
」

カ
タ
コ
ト
の
外
国
人
が
鉄
砲
を
持
っ
て
、
使
う
。

パ
ー
ン
！
と
い
う
銃
声
と
と
も
に
、
佐
藤
に
弾
が
当
た
る
。

「
ほ
ぅ
・
・
・
あ
り
が
と
う
な
。
」

そ
う
い
っ
て
、
信
長
は
佐
藤
の
方
へ
向
か
う
。

佐
藤
は
倒
れ
こ
ん
で
い
る
。

「
よ
し
、
こ
れ
で
武
田
の
騎
馬
軍
に
攻
め
込
め
る
ぞ
！
い
く
ぞ
、
佐
藤
！
」

「
ち
ょ
・
・
・
処
置
も
な
し
で
す
か
・
・
・
。
」

超
機
嫌
な
信
長
に
、
の
そ
の
そ
と
お
腹
を
抱
え
な
が
ら
つ
い
て
い
く
佐
藤
。

こ
れ
だ
か
ら
、
こ
の
時
代
は
大
変
で
あ
る
。

佐
藤
は
心
の
中
で
叫
ん
だ
。

・
・
・
処
置
は
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・
。
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☆
な
～
が
～
し
～
の
～
☆

「
こ
れ
で
、
武
田
に
勝
て
る
！
」

そ
ん
な
こ
と
を
信
長
が
言
っ
て
た
ら
、
ほ
ら
貝
が
吹
か
れ
た
。

合
戦
の
開
始
で
あ
る
。

「
銃
撃
だ
ー
！
撃
て
ー
！
」

「
ち
ょ
！
？
何
、
こ
の
弾
！
？
」

信
長
の
指
令
で
足
軽
達
が
、
騎
馬
隊
に
向
か
っ
て
鉄
砲
を
撃
つ
。

騎
馬
隊
は
次
々
と
倒
れ
て
い
く
。

「
仕
方
な
い
！
わ
し
が
出
よ
う
！
」

そ
う
い
っ
て
、
武
田
が
鉄
砲
隊
に
突
撃
。

無
論
、
銃
弾
が
飛
ん
で
く
る
。

そ
の
時
だ
・
・
・
！

「
ヤ
ン
マ
ー
ニ
ヤ
ン
マ
ー
ニ
ヤ
ン
マ
ー
ニ
ヤ
イ
ヤ
！
」

「
・
・
・
・
・
・
セ
ク
ス
ィ
。
」

「
や
っ
て
る
場
合
で
す
か
！
信
長
様
！
」

と
い
う
わ
け
で
、
武
田
と
織
田
の
ヤ
ン
マ
ー
ニ
合
戦
は
佐
藤
に
よ
っ
て
打
ち
消

さ
れ
る
。

そ
し
て
、
武
田
は
新
た
な
手
に
出
た
！

「
エ
フ
ン
・
・
・
撃
て
！
」

信
長
が
そ
う
い
っ
た
時
、
武
田
の
第
二
段
が
炸
裂
す
る
。
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「
ふ
ふ
っ
・
・
・
武
田
の
首
が
見
え
る
・
・
・
。
」

「
残
念
！
そ
れ
は
わ
し
の
お
い
な
ｒ
」

「
ま
て
や
ご
る
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」

こ
の
佐
藤
の
一
殴
り
で
、
長
篠
の
戦
は
終
わ
っ
た
。

武
田
は
、
そ
の
場
に
倒
れ
た
。

馬
は
、
こ
の
後
信
長
の
城
で
家
畜
と
し
て
飼
っ
た
よ
う
だ
。

「
え
・
・
・
う
そ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
こ
れ
は
、
歴
史
の
教
科
書
と
は
異
な
っ
て
る
か
ら
な
・
・
・
！
」

「
分
か
っ
て
ま
す
！
信
長
様
！
」

こ
れ
で
、
今
回
の
長
篠
の
戦
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

佐
藤
・
・
・
ぐ
っ
じ
ょ
ぶ
！

そ
し
て
、
武
田
・
・
・
あ
ん
な
ネ
タ
で
終
わ
っ
た
の
は
悲
し
す
ぎ
る
・
・
・
。

「
そ
れ
で
は
、
次
回
に
期
待
で
す
ね
。
」

そ
の
と
お
り
！
佐
藤
は
分
か
っ
て
い
る
な
・
・
・
。

「
じ
ゃ
ぁ
、
次
回
！
」

信
長
サ
ン
・
・
・
な
ん
で
、
こ
っ
ち
に
銃
を
・
・
・
。

パ
ー
ン
！

こ
の
後
、
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｅ
Ｎ
Ｄ



13

第
２
代
目
：
「
銃
は
、
種
子
島
産
！
」
（
後
書
き
）

い
や
ー
、
本
当
に
ダ
メ
だ
な
・
・
・
。

信
長
「
本
当
に
な
。
」

武
田
は
か
わ
い
そ
う
で
す
か
ね
（
汗
）
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第
３
代
目
：
「
の
ぶ
っ
く
ん
と
一
向
一
揆
」
（
前
書
き
）

さ
て
、
今
回
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
す
・
・
・
。

佐
藤
「
２
割
ほ
ど
実
際
の
日
本
史
で
す
」

２
割
も
な
い
か
も
・
・
・
ほ
ぼ
ア
レ
だ
し
。

佐
藤
「
そ
れ
は
言
っ
ち
ゃ
だ
め
で
す
！
」
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第
３
代
目
：
「
の
ぶ
っ
く
ん
と
一
向
一
揆
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
今
回
は
ど
こ
ら
辺
に
行
く
の
か
・
・
・
。

知
ら
な
い
歴
史
を
旅
し
て
み
た
い
。

歴
史
を
面
白
お
か
し
く
学
び
た
い
。

そ
ん
な
人
の
た
め
の
小
説
。

ヘ
タ
歴
史
の
始
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
す
！

「
・
・
・
一
揆
と
か
何
？
死
ね
ば
い
い
の
に
」

「
ち
ょ
！
？
そ
う
い
う
発
言
は
や
め
ま
し
ょ
う
！
」

さ
て
、
今
回
は
織
田
信
長
さ
ん
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
向
一
揆
に
本
当
に
あ
き
れ
た
信
長
と
、
長
篠
の
戦
で
大
活
躍
し
た

佐
藤
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
本
当
の
長
篠
で
佐
藤
が
居
た
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。

多
分
、
居
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

「
何
か
対
策
と
か
考
え
ま
し
ょ
う
よ
！
ね
？
」

「
・
・
・
い
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
保
護
を
し
て
い
る
は
ず
な
ん
だ
が
な
・
・
・
」

「
・
・
・
立
ち
向
か
い
ま
し
ょ
う
よ
！
」

「
面
倒
な
ん
だ
よ
・
・
・
あ
れ
、
ゴ
キ
ブ
リ
並
の
生
命
力
だ
し
、
蚊
位
湧
く
し
・

・
・
」

・
・
・
だ
め
だ
こ
い
つ
、
早
く
な
ん
と
か
し
な
い
と
。

と
り
あ
え
ず
、
一
向
一
揆
が
城
に
攻
め
て
き
た
み
た
い
な
の
で
、
信
長
は
渋
々

立
ち
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。
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相
手
は
た
か
が
農
民
。

し
か
し
、
農
民
と
い
う
の
は
以
外
に
強
く
て
、
佐
藤
の
パ
ン
チ
１
発
で
は
死
な

な
い
様
子
。

無
論
、
こ
の
頃
の
農
民
や
武
士
は
、
信
長
の
対
策
の
た
め
に
、
「
ヤ
ン
マ
ー
ニ
」

を
習
得
（
こ
の
小
説
内
の
み
）
。

そ
し
て
、
他
の
軍
も
鉄
砲
を
買
っ
て
い
る
。

農
民
に
は
、
渡
っ
て
い
な
い
っ
て
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ
る
。

「
い
っ
き
！
い
っ
き
！
い
っ
き
！
」

「
う
る
せ
ー
も
ん
、
農
民
う
る
さ
い
か
ら
い
や
な
ん
だ
よ
・
・
・
」

「
ほ
ら
、
立
ち
向
か
い
ま
す
よ
！
」

此
処
で
、
合
戦
は
本
気
モ
ー
ド
。

最
初
か
ら
本
気
で
な
い
と
、
一
向
一
揆
に
は
勝
て
な
い
の
だ
。

一
向
一
揆
等
の
一
揆
に
は
、
最
初
か
ら
本
気
を
出
さ
な
い
と
勝
て
な
い
の
だ
。

ち
な
み
に
、
武
田
軍
に
は
パ
ン
チ
一
発
で
勝
て
て
し
ま
う
こ
と
が
判
明
。

「
い
く
べ
！
！
憎
き
信
長
を
殺
す
だ
！
」

「
だ
か
ら
、
う
る
せ
ー
よ
・
・
・
静
か
に
し
て
く
れ
・
・
・
」

「
い
っ
き
！
い
っ
き
！
い
っ
き
！
い
っ
き
！
」

「
う
る
せ
ー
っ
て
言
っ
て
ん
だ
ろ
ー
が
！
！
」

そ
う
言
っ
て
、
信
長
は
一
向
一
揆
の
集
団
に
あ
る
黒
い
も
の
を
投
げ
た
。

信
長
は
な
ぜ
か
、
ピ
ン
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
黒
い
も
の
は
一
揆
の
集
団
に
転
が
っ
て
い
き
・
・
・
。

無
論
、
そ
の
後
爆
発
し
た
。

「
信
長
様
！
！
こ
の
時
代
の
日
本
に
手
榴
弾
は
あ
り
ま
せ
ん
！
」

「
い
や
、
あ
の
外
国
人
に
貰
っ
た
ん
だ
よ
・
・
・
」
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信
長
の
指
の
先
に
は
、
迷
彩
柄
の
服
を
着
た
男
が
一
人
立
っ
て
い
た
。

こ
ち
ら
に
敬
礼
を
し
て
い
る
。

男
の
額
に
は
、
長
い
バ
ン
ダ
ナ
が
巻
か
れ
て
お
り
、
髭
が
少
し
だ
け
あ
る
。

「
・
・
・
っ
て
、
ス
○
ー
ク
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
！
」

「
あ
、
そ
う
な
の
。
あ
の
人
、
ス
○
ー
ク
さ
ん
な
ん
だ
」

ど
う
や
っ
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

と
に
か
く
、
こ
れ
で
一
向
一
揆
か
ら
城
と
信
長
は
救
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
一
向
一
揆
は
中
心
核
が
起
こ
し
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ

以
降
一
揆
は
起
き
な
か
っ
た
・
・
・
。

こ
う
し
て
、
信
長
は
一
揆
に
負
け
ず
に
、
城
を
守
り
き
っ
た
。

一
揆
が
来
る
た
び
に
、
い
つ
も
手
榴
弾
を
投
げ
た
り
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
乱
射
し

た
そ
う
な
・
・
・
。

こ
れ
で
、
信
長
に
は
む
か
う
も
の
は
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
・
・
・
。

「
い
や
、
な
っ
て
な
い
か
ら
ね
！
実
際
の
日
本
史
だ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
に

な
ら
な
い
か
ら
ね
！
」

あ
ん
た
も
居
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
次
回
へ
・
・
・
。

「
書
く
こ
と
な
く
な
っ
た
か
ら
っ
て
逃
げ
ん
な
！
！
」

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｅ
Ｎ
Ｄ



18

第
３
代
目
：
「
の
ぶ
っ
く
ん
と
一
向
一
揆
」
（
後
書
き
）

こ
の
物
語
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
在
す
る
人
物
に
は
一
切
関
係
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

信
長
「
そ
う
だ
な
、
こ
ん
な
日
本
史
は
勉
強
し
た
く
な
い
な
・
・
・
」

あ
な
が
ち
面
白
か
っ
た
り
す
る
か
も
よ
？

佐
藤
「
逆
に
こ
え
ぇ
よ
！
」

じ
ゃ
ぁ
、
次
回
は
誰
に
し
よ
う
か
な
・
・
・
。

佐
藤
「
有
名
な
と
こ
ろ
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
？
」

お
け
ー
、
が
ん
ば
っ
て
み
る
よ
ー
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第
４
代
目
：
「
修
行
、
独
り
言
、
寺
に
て
。
」
（
前
書
き
）

さ
て
、
今
回
も
と
っ
て
も
酷
い
出
来
上
が
り
で
す
。

始
皇
帝
「
こ
ん
な
小
説
で
も
、
読
ん
で
く
れ
る
人
居
る
ん
だ
な
ぁ
・
・
・
」

う
、
う
る
さ
い
な
ぁ
！

で
も
や
っ
ぱ
り
、
読
者
の
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

更
新
が
遅
く
て
も
し
っ
か
り
と
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
・
・
・
。

そ
ん
な
読
者
様
方
が
大
好
き
で
ご
ざ
い
ま
す
ぅ
ぅ
ぅ
！
！

信
長
「
キ
モ
い
！
作
者
を
討
ち
取
れ
！
」

ち
ょ
！
？
足
軽
軍
団
が
・
・
・
。

ギ
ィ
ヤ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！

始
皇
帝
「
コ
ホ
ン
・
・
・
そ
れ
で
は
、
今
回
も
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
れ
な
い
か

？
」
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第
４
代
目
：
「
修
行
、
独
り
言
、
寺
に
て
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
蓮
宗
、
一
向
宗
、
時
宗
、
曹
洞
宗
、
臨
済
宗
、
浄
土
宗
・
・
・
。

こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
宗
派
が
日
本
に
は
存
在
す
る
。

さ
て
、
今
回
は
最
初
に
あ
げ
た
宗
派
よ
り
前
の
宗
派
の
物
語
。

真
言
宗
と
天
台
宗
の
お
話
。

つ
ま
り
、
空
海
と
最
澄
の
時
代
の
お
話
で
あ
る
。

「
な
ん
か
さ
、
あ
れ
じ
ゃ
ね
？
空
海
は
色
々
あ
る
け
ど
、
俺
っ
て
あ
ん
ま
り
特

徴
無
く
ね
？
」

い
き
な
り
、
最
澄
が
そ
う
呟
い
た
。

確
か
に
、
教
科
書
や
先
生
の
話
等
だ
と
、
空
海
の
話
は
多
い
が
、
最
澄
の
話
は

あ
ま
り
聞
か
な
い
気
が
す
る
。

「
も
う
、
一
人
呟
き
の
コ
ー
ナ
ー
み
た
い
に
な
っ
て
る
け
ど
さ
ぁ
、
空
海
は
こ

と
わ
ざ
に
も
出
て
る
じ
ゃ
ん
？
」

「
し
か
も
、
ウ
○
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
内
容
の
濃
さ
が
全
然
違
う
し
」

最
澄
が
ふ
て
く
さ
れ
た
よ
う
に
、
呟
い
て
い
く
。

正
直
な
話
、
本
当
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
気
が
す
る
。

空
海
は
「
弘
法
も
筆
の
あ
や
ま
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
の
だ
が
、
最
澄

に
は
な
い
。

風
信
帖
と
同
様
、
最
澄
に
も
空
海
宛
に
書
い
た
手
紙
が
あ
る
そ
う
だ
。

「
し
か
も
、
あ
れ
で
し
ょ
？
高
野
豆
腐
の
発
祥
の
地
か
何
か
で
し
ょ
、
高
野
山

っ
て
」
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「
ほ
ら
、
何
も
無
い
じ
ゃ
ん
！
！
寺
に
関
す
る
特
徴
一
つ
な
い
じ
ゃ
ん
！
！
惨

め
な
や
つ
だ
け
じ
ゃ
ん
！
」

確
か
に
、
惨
め
で
は
あ
る
が
最
澄
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
当
に
特
徴
が
無
く
て
、
正
直
な
所
授
業
す
る
ま
で
は
、
こ
の
人
の
存
在
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

空
海
は
知
っ
て
い
た
の
だ
が
、
最
澄
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

宗
派
の
名
前
と
し
て
は
出
て
く
る
の
だ
が
、
作
っ
た
人
は
？
と
聞
か
れ
る
と
少

し
困
る
人
物
で
あ
る
。

「
大
体
、
空
海
は
ど
こ
か
で
温
泉
沸
い
た
っ
て
言
う
じ
ゃ
ん
！
杖
か
何
か
で
つ

い
た
ら
！
」

「
俺
は
な
い
よ
！
！
銅
像
か
何
か
位
し
か
ね
ぇ
よ
！
！
多
分
！
」

本
当
に
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
込
ん
で
し
ま
う
位
特
徴
が
な
い
の

だ
。

ち
な
み
に
、
最
澄
の
書
い
た
手
紙
は
国
宝
と
さ
れ
て
い
る
。

「
し
か
も
、
寺
は
焼
か
れ
る
し
よ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
！
」

織
田
信
長
に
、
延
暦
寺
は
焼
き
討
ち
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

正
直
、
近
代
化
し
す
ぎ
て
い
る
最
澄
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
は
気
に
し
な
い
方
向

で
行
こ
う
。

な
ん
だ
か
、
い
た
た
ま
れ
な
い
人
物
で
あ
る
。

「
あ
れ
な
ん
だ
よ
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
覚
え
方
だ
け
な
ん
だ
よ
！
」

「
天
台
宗
・
最
澄
だ
か
ら
、
「
天
才
・
最
澄
」
っ
て
覚
え
方
が
あ
る
ん
だ
よ
！

で
も
、
そ
れ
し
か
ね
ぇ
よ
！
」

せ
め
て
で
も
、
嬉
し
い
こ
と
が
と
て
も
小
さ
い
。
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正
直
な
所
、
手
紙
が
国
宝
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
そ
っ
ち
の
が
嬉
し
い
気
が
す
る
。

念
の
た
め
言
っ
て
お
く
が
、
作
者
も
最
澄
に
つ
い
て
は
実
に
よ
く
知
ら
な
い
。

「
で
、
俺
の
書
い
た
手
紙
は
「
久
隔
帖
」
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
、
ま
っ
た
く
一

発
変
換
で
き
ね
ぇ
ん
だ
よ
！
」

「
で
も
な
、
「
風
信
帖
」
は
風
の
一
文
字
の
変
換
は
で
き
る
ん
だ
よ
！
久
隔
帖

は
全
然
で
き
ね
ぇ
の
！
」

ち
な
み
に
、
こ
れ
は
全
て
作
者
の
パ
ソ
コ
ン
変
換
調
べ
で
あ
る
。

一
発
変
換
を
行
う
と
、
「
風
心
情
」
「
嗅
覚
上
」
と
な
る
。

使
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
個
人
差
は
気
に
し
な
い
作
者
調
べ
で

あ
る
。

「
も
う
や
だ
！
全
体
的
に
や
だ
こ
ん
ち
く
し
ょ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
！
」

そ
し
て
、
こ
の
叫
び
の
後
に
弟
子
に
ま
で
「
う
っ
さ
い
！
！
黙
っ
て
修
行
し
ろ

！
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

そ
の
言
葉
に
最
澄
は
深
く
傷
つ
い
て
、
修
行
を
再
開
し
た
が
、
こ
の
一
日
は
一

切
弟
子
に
口
を
聞
か
な
か
っ
た
そ
う
な
。

今
回
も
今
回
で
全
く
た
め
に
な
ら
な
い
歴
史
の
勉
強
で
あ
っ
た
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
 

Ｅ
Ｎ
Ｄ
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第
４
代
目
：
「
修
行
、
独
り
言
、
寺
に
て
。
」
（
後
書
き
）

ち
な
み
に
、
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
の
話
は
ガ
チ
な
ん
で
す
（
笑
）

最
澄
「
本
当
に
何
の
と
り
え
も
な
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
・
・
・
」

本
当
に
ね
ー
・
・
・
。

で
も
、
一
応
は
天
台
宗
な
ん
て
大
き
い
宗
教
団
体
に
な
っ
た
じ
ゃ
ん
。

最
澄
「
絶
対
、
禅
宗
の
が
人
気
だ
っ
て
・
・
・
」

・
・
・
そ
れ
で
は
、
次
回
♪
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第
５
代
目
：
「
兼
好
法
師
と
現
代
化
」
（
前
書
き
）

い
や
は
や
、
や
っ
と
更
新
で
ご
ざ
い
ま
す
。

始
皇
帝
「
頑
張
り
が
足
ら
な
い
ん
だ
よ
な
ぁ
」

砂
糖
「
そ
う
な
ん
で
す
よ
ｎ
…
っ
て
、
お
い
！
佐
藤
だ
よ
！
」

い
や
、
変
換
ミ
ス
っ
た
し
そ
れ
で
い
い
か
な
ぁ
っ
て
。

ス
○
ー
ク
「
待
た
せ
た
な
」

居
た
の
か
（
汗
）

誰
も
お
前
を
待
っ
て
な
ん
か
い
な
い
の
だ
が
…
（
汗
）

と
に
か
く
、
今
回
も
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
な
っ
。
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第
５
代
目
：
「
兼
好
法
師
と
現
代
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
作
り
な
う
…
と
」

さ
て
、
今
回
は
鎌
倉
時
代
の
あ
の
人
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。

あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
お
し
け
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
吉
田
兼
好
さ
ん
物
語
で

あ
る
…
。

今
回
は
、
「
歴
史
？
知
る
か
ん
な
も
ん
」
と
い
う
人
に
も
わ
か
る
？
よ
う
に
、

現
代
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
思
う
。

題
し
て
、
「
も
し
、
吉
田
兼
好
が
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
て
い
た
ら
」

で
あ
る
。

ド
ラ
マ
ネ
に
似
て
る
気
も
す
る
が
、
一
切
関
係
な
い
。

「
う
し
、
今
日
も
随
筆
を
更
新
す
る
か
ぁ
…
暇
だ
し
」

そ
う
言
っ
て
兼
好
は
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
か
ら
随
筆
管
理
画
面
を
開
く
。

今
回
の
話
で
は
、
随
筆
＝
ブ
ロ
グ
と
思
っ
て
頂
き
た
い
。

「
あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
…
っ
て
タ
イ
ト
ル
に
す
る
か
な
」

兼
好
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
も
や
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
手
つ
き
で
、
キ
ー
ボ

ー
ド
を
叩
い
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
人
で
も
、
慣
れ
て
く
れ
ば
き
っ
と
出
来
る
こ
と
で
あ
ろ
う
…
。

ち
な
み
に
、
「
あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」
は
実
際
に
徒
然
草
の
第
９

２
段
で
登
場
し
て
い
る
。

「
…
懈
怠
の
心
、
自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。
こ
の
戒
め
、
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万
事
に
わ
た
る
べ
し
…
と
」

作
者
の
都
合
上
、
中
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

中
略
し
た
部
分
を
、
今
か
ら
現
代
文
で
書
い
て
み
よ
う
と
思
う
。

あ
る
人
が
、
弓
を
射
る
こ
と
を
習
う
と
き
に
、
二
本
の
矢
を
手
に
し
て
的
に
向

か
っ
た

師
匠
の
言
う
に
は
、
「
初
心
者
は
、
二
つ
の
矢
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
」

「
次
の
矢
を
あ
て
に
し
て
、
初
め
の
矢
を
射
る
と
き
に
油
断
が
生
じ
る
も
の
だ
」

「
毎
回
た
だ
、
命
中
す
る
か
ど
う
か
迷
わ
ず
、
こ
の
一
本
の
矢
で
必
ず
当
て
よ

う
と
思
え
」
と
言
う
。

た
っ
た
二
つ
の
矢
な
の
に
、
師
匠
の
前
で
、
一
つ
を
お
ろ
そ
か
に
し
よ
う
と
思

う
だ
ろ
う
か
。

…
と
い
う
部
分
が
中
略
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
徒
然
草
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

「
お
、
早
速
コ
メ
ン
ト
が
！
ど
れ
ど
れ
…
」

「
こ
れ
、
こ
の
戒
め
に
感
動
し
に
け
り
…
。
ほ
ぅ
、
そ
れ
は
良
か
っ
た
…
」

新
し
い
戒
め
を
載
せ
た
後
は
、
更
新
を
し
て
偶
然
コ
メ
ン
ト
を
発
見
し
た
よ
う

だ
。

そ
の
コ
メ
ン
ト
に
興
奮
す
る
べ
く
、
兼
好
は
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
。

ち
な
み
に
、
一
つ
の
コ
メ
ン
ト
を
考
え
る
の
に
３
日
か
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で

も
無
い
。

「
あ
れ
だ
ね
、
や
っ
ぱ
り
伝
わ
る
っ
て
の
は
い
い
ね
」

「
…
そ
の
次
の
コ
メ
ン
ト
、
荒
ら
し
だ
っ
た
け
ど
」

筆
の
か
わ
り
に
マ
ウ
ス
を
持
ち
な
が
ら
、
兼
好
は
言
っ
た
。
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そ
し
て
、
荒
ら
し
を
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
削
除
し
た
。

あ
る
意
味
、
天
才
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
…
コ
イ
ツ
は
便
利
だ
な
ぁ
。
す
ぐ
に
何
で
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
！
」

そ
う
言
っ
て
兼
好
は
、
自
分
の
前
の
パ
ソ
コ
ン
を
撫
で
な
が
ら
言
っ
た
。

そ
し
て
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
の
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス
を
元
の
位
置
に
戻
し
、
そ
の

ま
ま
兼
好
は
こ
う
言
っ
た
そ
う
な
。

「
…
は
ぁ
、
何
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
。
私
…
」

そ
し
て
、
そ
う
言
っ
た
兼
好
は
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
り
、
そ
の
ま
ま
自
分
の

庭
へ
向
か
っ
た
。

庭
に
来
て
、
そ
の
ま
ま
縁
側
に
座
る
。

そ
の
ま
ま
兼
好
は
明
日
の
随
筆
の
ネ
タ
を
探
し
て
い
く
の
だ
っ
た
…
。

少
し
終
わ
り
が
速
か
っ
た
の
は
、
作
者
の
都
合
で
あ
る
…
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
 

Ｅ
Ｎ
Ｄ
…
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第
５
代
目
：
「
兼
好
法
師
と
現
代
化
」
（
後
書
き
）

始
皇
帝
「
な
ぁ
、
台
詞
一
個
で
３
日
っ
て
本
当
か
？
」

本
当
で
ご
ざ
い
ま
す
（
汗
）

古
文
の
文
法
と
か
、
古
語
と
か
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
ね
ー
（
汗
）

佐
藤
「
そ
れ
で
よ
く
随
筆
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
ね
（
汗
）
」

い
や
ー
、
テ
ス
ト
勉
強
の
時
に
さ
「
こ
れ
、
ブ
ロ
グ
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
ね
？
」

っ
て
浮
か
ん
だ
か
ら
ね
ー
。

そ
れ
で
や
っ
て
み
た
わ
け
。

兼
好
「
…
こ
の
小
説
に
モ
ッ
ト
ー
と
か
っ
て
あ
る
の
か
？
」

う
ー
ん
と
ね
、
「
歴
史
に
興
味
の
無
い
方
に
歴
史
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て

欲
し
い
！
」
っ
て
い
う
思
い
が
あ
る
よ
（
笑
）

始
皇
帝
「
…
一
生
な
い
な
」

う
ぐ
…
そ
れ
で
は
ー
っ
（
汗
）

佐
藤
「
あ
っ
！
逃
げ
や
が
っ
た
！
」

信
長
「
え
い
っ
（
手
榴
弾
を
投
げ
る
」

ギ
ィ
ヤ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ヘタ歴史！
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